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(57)【要約】
【課題】従来技術の問題を改善する移動可能な照明器具
を提供する。
【解決手段】移動可能な照明器具は、照明カバー１０、
照明部２０、充電装置、ベース３０及び接続部材４０を
備える。照明カバー１０は、内方に延びた収容溝を有す
る。照明部２０は、充電装置と電気的に接続される。ベ
ース３０は、収容溝の溝口上を覆うとともに、照明カバ
ー１０に接続される。照明部２０は、ベース３０と照明
カバー１０との間に装着される。ベース３０上には、穿
孔が形成される。接続部材４０は、接続部４１、吊下げ
部４２、係合部４３、プッシュバー４４及び磁石４５を
含む。接続部材４０は、穿孔内に係合される。吊下げ部
４２は、接続部４１上に装着され、接続部４１上で旋回
可能である。接続部４１の中央部には、装着孔が形成さ
れ、係合部４３は、装着孔内に係合される。磁石４５及
びプッシュバー４４は、係合部４３上に係合される。
【選択図】図３
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　照明カバー、照明部、充電装置、ベース及び接続部材を備えた移動可能な照明器具であ
って、
前記照明カバーは、内方に延びた収容溝を有し、
前記照明部は、前記充電装置と電気的に接続され、
前記ベースは、前記収容溝の溝口上を覆うとともに、前記照明カバーに接続され、
前記照明部は、前記ベースと前記照明カバーとの間に装着され、
前記ベース上には、穿孔が形成され、前記接続部材は、接続部、吊下げ部、係合部、プッ
シュバー及び磁石を含み、
前記接続部材は、前記穿孔内に係合され、
前記吊下げ部は、前記接続部上に装着され、前記接続部上で旋回可能であり、
前記接続部の中央部には、装着孔が形成され、前記係合部は、前記装着孔内に係合され、
前記磁石及び前記プッシュバーは、前記係合部上に係合されることを特徴とする移動可能
な照明器具。
【請求項２】
　前記係合部の外側面には、係合溝が形成され、
前記係合部は、前記係合溝内に前記接続部が係入され、前記接続部上に取り付けられるこ
とを特徴とする請求項１に記載の移動可能な照明器具。
【請求項３】
　前記係合部の底部には、前記係合溝の方向を向くリード構造を呈する係合端が設けられ
ることを特徴とする請求項２に記載の移動可能な照明器具。
【請求項４】
　前記磁石は階段状構造を呈し、
前記係合部上には、第１の環状溝が形成され、
前記第１の環状溝内には、第２の環状溝が形成され、
前記磁石は、前記第１の環状溝中に装着されて前記第２の環状溝内に至るように延びるこ
とを特徴とする請求項１に記載の移動可能な照明器具。
【請求項５】
　前記第２の環状溝の溝壁上には、複数のリブが設けられることを特徴とする請求項４に
記載の移動可能な照明器具。
【請求項６】
前記係合部の中央部には、接続孔が形成され、
前記接続孔の内孔壁上には、環状突起が設けられ、
前記プッシュバー上には、接続溝が形成され、
前記プッシュバーは、前記接続溝内に突起が係入され、前記係合部上に取り付けられるこ
とを特徴とする請求項１に記載の移動可能な照明器具。
【請求項７】
前記プッシュバー上には、前記接続溝の方向を向くリード構造を呈する接続端が設けられ
ることを特徴とする請求項６に記載の移動可能な照明器具。
【請求項８】
　前記係合部はシリコーンゲルからなることを特徴とする請求項１に記載の移動可能な照
明器具。
【請求項９】
　前記吊下げ部は、上方に延びた装着溝を有し、
前記吊下げ部上には、凹溝が設けられ、
前記接続部上には、バンプが設けられ、
前記バンプは、前記凹溝に一致し、
前記吊下げ部が前記接続部上まで旋回されると、前記バンプが前記凹溝内に係入されるこ
とを特徴とする請求項１に記載の移動可能な照明器具。
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【請求項１０】
　前記照明部は、拡散板、制御板及び複数の発光体を含み、
前記発光体は、前記制御板上に取り付けられ、
前記拡散板は、前記制御板から離れた前記発光体の一側に取り付けられることを特徴とす
る請求項１に記載の移動可能な照明器具。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、日用品に関するものであり、さらに詳しくは、移動可能な照明器具に関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　社会の進歩に伴い、人々のニーズも高まり、周囲にある日常の生活において使用する日
用品も常に改良し続けており、同様に、照明器具のような生活必需品も徐々に改良し続け
、また、照明器具の種類も増加している。そのような状況に伴い、かかる照明器具の機能
も徐々に改善されている。
【０００３】
　しかし、従来の照明器具は天井に吊下げるか、その他固定領域に設置することが一般的
であったため、取り扱い上、非常に不便であった。そのため、移動可能な照明器具を天井
に吊下げ、その他固定領域に設置して使用せざるを得なかったことから、さらなる改良が
切望されてきた。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
従って、本考案の主な課題は、従来技術の問題を改善する移動可能な照明器具を提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
そこで、本考案者は、前記の本考案の課題を解決するため鋭意検討を重ねた結果、後述の
如く、少なくとも、照明部、充電装置、ベース及び接続部材をそれぞれ特定されることに
より、前記課題を解決できることに着目し、本考案に想到するに至った。
【０００６】
かくして、本考案の要旨は、次の（１）～（１０）に記載の通りのものである。
（１）照明カバー、照明部、充電装置、ベース及び接続部材を備えた移動可能な照明器具
であって、前記照明カバーは、内方に延びた収容溝を有し、前記照明部は、前記充電装置
と電気的に接続され、前記ベースは、前記収容溝の溝口上を覆うとともに、前記照明カバ
ーに接続され、前記照明部は、前記ベースと前記照明カバーとの間に装着され、前記ベー
ス上には、穿孔が形成され、前記接続部材は、接続部、吊下げ部、係合部、プッシュバー
及び磁石を含み、前記接続部材は、前記穿孔内に係合され、前記吊下げ部は、前記接続部
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上に装着され、前記接続部上で旋回可能であり、前記接続部の中央部には、装着孔が形成
され、前記係合部は、前記装着孔内に係合され、前記磁石及び前記プッシュバーは、前記
係合部上に係合されることを特徴とする移動可能な照明器具。
【０００７】
（２）前記係合部の外側面には、係合溝が形成され、前記係合部は、前記係合溝内に前記
接続部が係入され、前記接続部上に取り付けられることを特徴とする前記（１）に記載の
移動可能な照明器具。
【０００８】
（３）前記係合部の底部には、前記係合溝の方向を向くリード構造を呈する係合端が設け
られることを特徴とする前記（２）に記載の移動可能な照明器具。
【０００９】
（４）前記磁石は階段状構造を呈し、前記係合部上には、第１の環状溝が形成され、前記
第１の環状溝内には、第２の環状溝が形成され、前記磁石は、前記第１の環状溝中に装着
されて前記第２の環状溝内に至るように延びることを特徴とする前記（１）に記載の移動
可能な照明器具。
【００１０】
（５）前記第２の環状溝の溝壁上には、複数のリブが設けられることを特徴とする前記（
４）に記載の移動可能な照明器具。
【００１１】
（６）前記係合部の中央部には、接続孔が形成され、前記接続孔の内孔壁上には、環状突
起が設けられ、前記プッシュバー上には、接続溝が形成され、前記プッシュバーは、前記
接続溝内に突起が係入され、前記係合部上に取り付けられることを特徴とする前記（１）
に記載の移動可能な照明器具。
【００１２】
（７）前記プッシュバー上には、前記接続溝の方向を向くリード構造を呈する接続端が設
けられることを特徴とする前記（６）に記載の移動可能な照明器具。
【００１３】
（８）前記係合部はシリコーンゲルからなることを特徴とする前記（１）に記載の移動可
能な照明器具。
【００１４】
（９）前記吊下げ部は、上方に延びた装着溝を有し、前記吊下げ部上には、凹溝が設けら
れ、前記接続部上には、バンプが設けられ、前記バンプは、前記凹溝に一致し、前記吊下
げ部が前記接続部上まで旋回されると、前記バンプが前記凹溝内に係入されることを特徴
とする前記（１）に記載の移動可能な照明器具。
【００１５】
（１０）前記照明部は、拡散板、制御板及び複数の発光体を含み、前記発光体は、前記制
御板上に取り付けられ、前記拡散板は、前記制御板から離れた前記発光体の一側に取り付
けられることを特徴とする前記（１）に記載の移動可能な照明器具。
【考案の効果】
【００１６】
　本考案の移動可能な照明器具は、照明部及び接続部材から構成され、上述した接続部材
は、接続部、吊下げ部、係合部、プッシュバー及び磁石を含み、上述した吊下げ部は、接
続部上に取り付けられ、接続部上で旋回可能であり、上述した接続部の中央部には、装着
孔が形成され、上述した係合部は、上述した装着孔に係合され、上述した磁石及びプッシ
ュバーは、係合部上に係合され、本考案の移動可能な照明器具は、接続部に対して垂直に
なるまで吊下げ部を旋回させると、天井に吊下げることができ、吊下げ部を旋回させて接
続部に近づけると、上述した移動可能な照明器具を固定場所に置いて使用することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
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【図１】図１は、本考案の一実施形態に係る移動可能な照明器具を示す説明図である。
【図２】図２は、図１の移動可能な照明器具を置いたときの状態を示す説明図である。
【図３】図３は、図１の移動可能な照明器具を置いたときの状態を示す分解斜視図である
。
【図４】図４は、図３の係合部を示す斜視図である。
【図５】図５は、図３のプッシュバーを示す拡大斜視図である。
【考案を実施するための形態】
【００１８】
　以下、図面を用いて本考案を具体的に説明する。もっとも本考案は、かかる図面等によ
り限定されるものではない。
図１～図３を参照する。図１～図３に示すように、本考案の一実施形態に係る移動可能な
照明器具は、天井に吊下げるか、または、その他固定領域に置いて使用することができる
。上述した移動可能な照明器具は、照明カバー１０、照明部２０、充電装置（図示せず）
、ベース３０及び接続部材４０を含む。上述した照明カバー１０は、内方に延びた収容溝
（図示せず）を有する。上述した照明部２０は、充電装置と電気的に接続され、充電装置
により照明部２０に電気が供給されるため、電源に接続されていない状況下でも照明機能
が得られる。上述したベース３０は、収容溝の溝口上を覆うとともに、照明カバー１０に
接続される。上述した照明部２０は、ベース３０と照明カバー１０との間に装着される。
上述したベース３０上には穿孔（図示せず）が形成される。上述した接続部材４０は、接
続部４１、吊下げ部４２、係合部４３、プッシュバー４４及び磁石４５を含む。上述した
接続部材４０は、上述した穿孔内に係合される。上述した吊下げ部４２は、接続部４１上
に装着され、接続部４１上で旋回可能である。上述した接続部４１の中央部には、装着孔
（図示せず）が形成される。上述した係合部４３は、上述した装着孔内に係合される。上
述した磁石４５及びプッシュバー４４は、係合部４３上に係合される。本考案の移動可能
な照明器具は、接続部４１に対して垂直になるまで吊下げ部４２を旋回させると、天井に
吊下げることができ、吊下げ部４２を旋回させて接続部４１に近づけて固定場所に置くこ
ともできる。
【００１９】
上述した係合部４３の外側面には、係合溝４３１が形成される。上述した係合部４３は、
接続部４１を介して係合溝４３１内に係入され、接続部４１上に取り付けられる。上述し
た係合部４３の底部には、係合溝４３１の方向を向くリード構造を呈する係合端４３２が
設けられ、係合溝４３１内に接続部４１を係入させることができる。
【００２０】
上述した磁石は階段状構造を呈する。上述した係合部４３上には、第１の環状溝４３３が
形成される。上述した第１の環状溝４３３内には、第２の環状溝４３４が形成される。上
述した磁石は、第１の環状溝４３３中に装着されて第２の環状溝４３４内に至るように延
びる。上述した第２の環状溝４３４の溝壁上には、複数のリブ（図示せず）が設けられる
。上述したリブは、磁石を第１の環状溝４３３及び第２の環状溝４３４内に確実に係合さ
せることができる。
【００２１】
上述した係合部４３の中央部には、接続孔４３５が形成される。上述した接続孔４３５の
内孔壁上には、環状突起（図示せず）が設けられる。上述したプッシュバー４４上には、
接続溝４４１が形成される。上述したプッシュバー４４は、接続溝４４１内に突起が係入
され、係合部４３上に取り付けられる。上述したプッシュバー４４上には、接続溝４４１
方向を向くリード構造を呈する接続端４４２が設けられ、接続溝４４１内に突起を係入さ
せることができる。
【００２２】
上述した係合部４３はシリコーンゲルからなり、磁石及びプッシュバーを上述した係合部
４３内に係入させることができる。
【００２３】
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上述した吊下げ部４２は、上方に延びた装着溝（図示せず）を有する。上述した吊下げ部
４２上には、移動可能な照明器具を確実に天井に吊下げることができるように、凹溝４２
１が設けられている。上述した接続部４１上には、バンプ（図示せず）が設けられる。上
述したバンプは、凹溝４２１に一致する。上述した吊下げ部４２が接続部４１上まで旋回
されると、上述したバンプが凹溝４２１内に係入される。
【００２４】
上述した照明部２０は、拡散板２１、制御板２２及び複数の発光体（図示せず）を含む。
上述した発光体は、制御板２２上に取り付けられる。上述した拡散板２１は、制御板２２
から離れた発光体の一側に取り付けられ、発光体の光線を拡散させ、光線の照射範囲を広
げることができる。
【００２５】
上述したことから分かるように、本考案の移動可能な照明器具は、照明部２０及び接続部
材４０から構成される。上述した接続部材４０は、接続部４１、吊下げ部４２、係合部４
３、プッシュバー４４及び磁石４５を含む。上述した吊下げ部４２は、接続部４１上に取
り付けられ、接続部４１上で旋回可能である。上述した接続部４１の中央部には、装着孔
が形成される。上述した係合部４３は、上述した装着孔に係合される。上述した磁石４５
及びプッシュバー４４は、係合部４３上に係合される。本考案の移動可能な照明器具は、
接続部４１に対して垂直になるまで吊下げ部４２を旋回させると、天井に吊下げることが
でき、吊下げ部４２を旋回させて接続部４１に近づけると、上述した移動可能な照明器具
を固定場所に置いて使用することができる。
【００２６】
以上、本考案の好適な実施形態を前述の通り開示したが、これらの説明により、決して本
考案を限定するものではない。本考案の主旨と領域を逸脱しない範囲内で各種の変更や修
正を加えることができる。従って、本考案の実用新案登録請求の範囲は、このような変更
や修正を含めて広く解釈されるべきである。
【符号の説明】
【００２７】
１０　照明カバー
２０　照明部
２１　拡散板
２２　制御板
３０　ベース
４０　接続部材
４１　接続部
４２　吊下げ部
４３　係合部
４４　プッシュバー
４５　磁石
４２１　凹溝
４３１　係合溝
４３２　係合端
４３３　第１の環状溝
４３４　第２の環状溝
４３５　接続孔
４４１　接続溝
４４２　接続端
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